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令和５年第１回鳴沢村議会定例会会議録 

令和５年３月１０日、鳴沢村議会定例会は鳴沢村役場に招集された。 

１、応招議員 

   １番 三 浦 雄一郎     ２番 渡 辺 正 人 

   ３番 渡 辺 宗 司     ４番 土 屋 文 明 

   ５番 渡 辺 次 男     ６番 小 林 清 一 

   ７番 小 林 昭 一     ８番 渡 邊 明 雄 

   ９番 佐 藤 博 水    １０番 三 浦 直 樹 

２、不応招議員 

 なし。 

３、出席議員 

 応招議員に同じ。 

４、欠席議員 

 なし。 

５、地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席 

  した者の職氏名 

 村長 小林 優 教育長 小林茂澄 

 総務課長 三浦寿得 税務課長 梶原 充 

 企画課長 渡邉英博 福祉保健課長 渡邉 積 

 住民課長 小林昭博 振興課長 小林昌信 

 教育課長 木暮富人 会計管理者 渡邊安司 

６、本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議会事務局長 三浦進一 

 議会事務局書記 渡辺栄一 

７、会議事件 

 承認第 １号 令和４年度鳴沢村一般会計補正予算（第６号）を 

        定める専決処分につき承認を求める件 

 議案第 １号 鳴沢村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一 
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        部を改正する条例を定める件 

 議案第 ２号 鳴沢村職員の育児休業等に関する条例の一部を改 

        正する条例を定める件 

 議案第 ３号 鳴沢村国民健康保険条例の一部を改正する条例を 

        定める件 

 議案第 ４号 鳴沢村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

        を定める件 

 議案第 ５号 鳴沢村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事 

        業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正 

        する条例を定める件 

 議案第 ６号 鳴沢村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する 

        基準を定める条例の一部を改正する条例を定める 

        件 

 議案第 ７号 鳴沢村手数料徴収条例の一部を改正する条例を定 

        める件 

 議案第 ８号 鳴沢村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に 

        関する基準を定める条例の一部を改正する条例を 

        定める件 

 議案第 ９号 村道路線の認定及び廃止の件 

 議案第１０号 令和４年度鳴沢村一般会計補正予算（第７号） 

 議案第１１号 令和４年度鳴沢村国民健康保険特別会計補正予算 

        （第４号） 

 議案第１２号 令和４年度鳴沢村簡易水道事業特別会計補正予算 

        （第３号） 

 議案第１３号 令和４年度鳴沢村介護保険特別会計補正予算（第 

        ４号） 

 議案第１４号 令和４年度鳴沢村後期高齢者医療特別会計補正予 

        算（第２号） 
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 議案第１５号 令和５年度鳴沢村一般会計予算 

 議案第１６号 令和５年度鳴沢村国民健康保険特別会計予算 

 議案第１７号 令和５年度鳴沢村簡易水道事業特別会計予算 

 議案第１８号 令和５年度鳴沢村介護保険特別会計予算 

 議案第１９号 令和５年度鳴沢村介護予防支援事業特別会計予算 

 議案第２０号 令和５年度鳴沢村後期高齢者医療特別会計予算 

 議案第２１号 鳴沢村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関 

        する条例の一部を改正する条例を定める件 

８、本日の議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  諸般の報告 

       村長所信表明 

 日程第３  会期の決定 

 日程第４  承認第 １号 令和４年度鳴沢村一般会計補正予算 

              （第６号）を定める専決処分につき 

              承認を求める件 

 日程第５  議案第 １号 鳴沢村職員の勤務時間、休暇等に関 

              する条例の一部を改正する条例を定 

              める件 

 日程第６  議案第 ２号 鳴沢村職員の育児休業等に関する条 

              例の一部を改正する条例を定める件 

 日程第７  議案第 ３号 鳴沢村国民健康保険条例の一部を改 

              正する条例を定める件 

 日程第８  議案第 ４号 鳴沢村国民健康保険税条例の一部を 

              改正する条例を定める件 

 日程第９  議案第 ５号 鳴沢村特定教育・保育施設及び特定 

              地域型保育事業の運営に関する基準 

              を定める条例の一部を改正する条例 
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              を定める件 

 日程第１０ 議案第 ６号 鳴沢村家庭的保育事業等の設備及び 

              運営に関する基準を定める条例の一 

              部を改正する条例を定める件 

 日程第１１ 議案第 ７号 鳴沢村手数料徴収条例の一部を改正 

              する条例を定める件 

 日程第１２ 議案第 ８号 鳴沢村放課後児童健全育成事業の設 

              備及び運営に関する基準を定める条 

              例の一部を改正する条例を定める件 

 日程第１３ 議案第 ９号 村道路線の認定及び廃止の件 

 日程第１４ 議案第１０号 令和４年度鳴沢村一般会計補正予算 

              （第７号） 

 日程第１５ 議案第１１号 令和４年度鳴沢村国民健康保険特別 

              会計補正予算（第４号） 

 日程第１６ 議案第１２号 令和４年度鳴沢村簡易水道事業特別 

              会計補正予算（第３号） 

 日程第１７ 議案第１３号 令和４年度鳴沢村介護保険特別会計 

              補正予算（第４号） 

 日程第１８ 議案第１４号 令和４年度鳴沢村後期高齢者医療特 

              別会計補正予算（第２号） 

 日程第１９ 議案第１５号 令和５年度鳴沢村一般会計予算 

 日程第２０ 議案第１６号 令和５年度鳴沢村国民健康保険特別 

              会計予算 

 日程第２１ 議案第１７号 令和５年度鳴沢村簡易水道事業特別 

              会計予算 

 日程第２２ 議案第１８号 令和５年度鳴沢村介護保険特別会計 

              予算 

 日程第２３ 議案第１９号 令和５年度鳴沢村介護予防支援事業 
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              特別会計予算 

 日程第２４ 議案第２０号 令和５年度鳴沢村後期高齢者医療特 

              別会計予算 

 日程第２５ 議案第２１号 鳴沢村会計年度任用職員の給与及び 

              費用弁償に関する条例の一部を改正 

              する条例を定める件 
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◎議長挨拶 

議長（三浦直樹君） 令和５年第１回定例会開会に先立ち、ご挨拶

申し上げます。 

  昨日、第５回ＷＢＣが開幕し、１次ラウンドで日本が中国に大

勝しました。優勝を期待し、皆で頑張って応援したいと思いま

す。 

  猛威を振るった新型コロナウイルス感染第８波が終息に向かい、

今月１３日からマスク着用が緩和されます。さらに、５月８日

から、季節性インフルエンザと同じ５類に引き下げられます。

かつての日常生活に近づいていくことが期待されます。 

  一方で、ロシアのウクライナ侵攻が１年を超え、経済に影響を

及ぼしています。食品、エネルギー価格の高騰が家計を直撃し、

生活が脅かされています。鳴沢村民の負担を軽減できるよう、

本定例会も慎重審議いただくようお願いし、挨拶に代えさせて

いただきます。よろしくお願いします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

開会 午後１時２９分 

議長（三浦直樹君） ただいまから、令和５年第１回鳴沢村議会定

例会を開会いたします。 

  出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を

開きます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（三浦直樹君） これより日程に入ります。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであり

ます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（三浦直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
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  本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、

佐藤博水君、三浦雄一郎君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 諸般の報告 

議長（三浦直樹君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  初めに、地方自治法第１２１条の規定により、村長及び教育長

に対し、説明員の出席要求を行ったところ、お手元に配布した

とおり、説明員の報告がありましたので、ご了承願います。 

  次に、監査委員より、地方自治法第２３５条の２第３項の規定

による例月現金出納検査の結果について、お手元に配布したと

おり報告がありました。報告書の内容については朗読を省略い

たします。 

  次に、令和５年２月２１日に山梨県自治会館において、町村議

会議長会議が開催されました。審議結果についてはお手元に配

布しておりますので、朗読を省略いたします。 

  次に、議員派遣については、お手元に配布したとおりでありま

す。ご出席いただいた議員各位には、大変ご苦労さまでありま

した。 

  次に、令和４年第４回定例会において議決した各委員会の閉会

中の継続調査の報告を求めます。議会運営委員長 渡邊明雄君。 

議会運営委員長（渡邊明雄君） 議会運営委員会の閉会中の継続調

査について報告させていただきます。 

  令和４年第４回定例会において、本会議の会期日程等、議会の

運営に関する事項について、継続調査を要する旨を議長に対し

申し出、１２月２３日の本会議において議決された件について

の報告であります。 

  ３月３日の午後２時３０分及び７日の午前１１時より、議員控

室において委員会を招集いたしました。 
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  両日ともに、委員全員と議長、説明のために総務課長、職務の

ために議会事務局長及び書記の出席がありました。 

  まず、３月３日の委員会で申し合わせた事項については、次の

４項目です。 

  １、会期は本日より３月１７日までの８日間とし、詳細は配布

済みの会期日程表のとおりとすること。 

  ２、議案の委員会付託は、配布済みの議案付託表のとおりとす

ること。 

  ３、一般質問通告期限は、３月６日正午までとすること。 

  ４、定例会の開催に当たっては、配布済みの案のとおり、新型

コロナウイルス感染症予防対策を講ずること。 

  以上であります。 

  次に、３月７日の委員会で申し合わせた事項については、次の

１項目です。 

  １、６日正午に通告が締め切られた６名６件の一般質問通告書

の取扱いについて、議長に提出された通告書の件数どおりに、

本会議で全ての一般質問を行うことが妥当という答申を議長に

行うこと。 

  以上であります。 

  以上で、議会運営委員会の閉会中の継続調査についての報告を

終了いたします。 

議長（三浦直樹君） 総務教育厚生常任委員長 佐藤博水君。 

総務教育厚生常任委員長（佐藤博水君） 総務教育厚生常任委員会

の閉会中の継続調査について報告をさせていただきます。 

  令和４年第４回定例会において、所管事務の調査について継続

調査を要する旨を議長に対し申し出、１２月２３日の本会議に

おいて議決された件についての報告であります。 

  ３月８日午前１０時より、議員控室において委員会を招集いた
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しました。 

  委員全員と、会議事件説明のため、福祉保健課長及び福祉保健

課職員３名、職務のため、議会事務局長及び書記の出席があり

ました。 

  招集に係る事件は、鳴沢村の少子高齢化についての１件です。 

  住民ニーズや人口動態、民生委員の役割など福祉保健課よりご

説明いただき、鳴沢村の少子高齢化について、意見交換を実施

いたしました。 

  以上で、総務教育厚生常任委員会の閉会中の継続調査について

の報告を終了いたします。 

議長（三浦直樹君） 建設産業経済常任委員長 渡辺次男君。 

建設産業経済常任委員長（渡辺次男君） 建設産業経済常任委員会

の閉会中の継続調査について報告をさせていただきます。 

  令和４年第４回定例会において、所管事務の調査について継続

調査を要する旨を議長に対し申し出、１２月２３日の本会議に

おいて議決された件についての報告であります。 

  ３月３日午後４時より、議員控室において委員会を招集いたし

ました。 

  委員全員と議長、会議事件説明のため、企画課長及び企画課職

員１名、振興課長及び振興課職員１名、職務のため、議会事務

局長及び書記の出席がありました。 

  招集に関する事件は、魔王天神社からの登山道について及び山

地災害パトロールについての２件です。 

  会議では、まず企画課より、魔王天神社からの登山道の現状の

破損状況、今後整備していく方針であることのご説明をいただ

き、それについて意見交換を実施いたしました。 

  続いて、山地災害パトロールについて、振興課より、平成２０

年度からの実施状況、パトロールにより県が行った対策事業に
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ついてのご説明をいただき、それについて意見交換を実施いた

しました。 

  以上で、建設産業経済常任委員会の閉会中の継続調査について

報告を終了いたします。 

議長（三浦直樹君） 広報常任委員長 土屋文明君。 

広報常任委員長（土屋文明君） 広報常任委員会の閉会中の継続調

査について報告をさせていただきます。 

  令和４年第４回定例会において、所管事務の調査について継続

調査を要する旨を議長に対し申し出、１２月２３日の本会議に

おいて議決された件についての報告であります。 

  １月２０日午後２時より、議員控室において委員会を招集いた

しました。 

  委員全員と議長、職務のために議会事務局長の出席がありまし

た。 

  招集に係る事件は、鳴沢村議会だより第５１号（案）について

の１件です。 

  既にご覧いただいたと思いますが、議会だより第５１号につい

て、レイアウト、記事内容を協議し、先月２月１日に配布いた

しました。 

  今回の議会だよりでは、行政視察レポートや、総務教育厚生常

任委員会による鳴沢村地域包括ケア会議メンバーとの座談会や

村内の工事現場等の視察などを掲載し、また、議会から村長へ

の要望書の回答についても特集として掲載いたしました。 

  以上で、広報常任委員会の閉会中の継続調査についての報告を

終了いたします。 

議長（三浦直樹君） 以上で諸般の報告を終わります。 

  次に、村長より所信についての発言を求められておりますので、

これを許可します。鳴沢村長 小林 優君。 
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村長（小林 優君） どうも改めまして、こんにちは。ご苦労さま

です。 

  令和５年度鳴沢村第１回定例会にお願いしたところ、議員全員

の参会の下に開会できることに、敬意とお礼を申し上げさせて

いただきます。 

  議長から所信表明の許可をいただきましたので、本定例会でご

審議いただきます諸議案の説明に先立ちまして、今後の村政運

営についての所信の一端を申し上げさせていただきます。 

  明日３月１１日は、東北地方を中心に未曽有の被害をもたらし

ました東日本大震災から１２年が経過します。改めて、震災に

より犠牲になられた方々に深く追悼の意を表すとともに、ご遺

族の皆様に対しまして、謹んでお悔やみ申し上げます。また、

今なお避難生活を送っておられる方々に対し、心よりお見舞い

を申し上げます。 

  さて、２０２０年１月に国内で最初に新型コロナウイルス感染

症の発生が報告されてから３年が経過しました。この間、国内

はもとより全世界において、多数の死者や重症者が発生するな

ど世界的なパニックを引き起こし、感染拡大防止のために経済

社会活動の抑制を余儀なくされ、我が国の社会経済に甚大な影

響をもたらしました。 

  このように我が国に甚大な影響をもたらした新型コロナウイル

スも、第８波による患者数が減少傾向となり、また、重症患者

数も減少するなど、ウイルスの弱毒化が認められます。これに

伴い、５月からは感染症法上の分類が２類から５類へと引き下

げられ、コロナ前の生活に徐々に戻ることになります。 

  コロナ禍のため制限していた訪日外国人観光客の受入れが昨年

１０月に大幅に緩和されてからは、コロナ禍前のピーク時の４

割まで回復したとのことです。特に富士五湖周辺では、インバ



－１２－ 

ウンド観光や国内観光も順調に回復し、地域経済が活性化して

まいり始めました。また、イベントにつきましても、イベント

の規模等に応じて施設の収容定員を緩和するなどし、徐々にコ

ロナ禍前の日常に戻れるよう対策が行われております。 

  今定例会に上程しました令和５年度当初予算におきましても、

新型コロナウイルス感染症に関連した予算を計上させていただ

くとともに、コロナ禍で停滞してしまった事業等に予算配分を

行い、コロナ禍前の状況に近づけていきたいと考えております。 

  一般会計においては、予算総額を対前年度比３．１％増の２１

億７，９８８万８，０００円とし、鳴沢村国民健康保険特別会

計等の特別会計を加えた予算総額は、３１億８２３万３，００

０円となります。 

  主な事業内容は、物価高騰により打撃を受けている住民の生活

を支えるため、また、村内をはじめとする地域経済を支援する

ために、一昨年、昨年度に続き、住民１人当たり１万円のくら

し応援商品券を配布いたします。また、災害時の避難所に指定

している道の駅なるさわの防災機能を高めるために、電気設備

の大規模改修工事を行い、災害に強い村づくりを進めてまいり

ます。コロナ関連予算としましては、引き続き新型コロナウイ

ルスワクチンの予防接種を進め、集団免疫の構築とクラスター、

重症化の予防を図ってまいります。 

  その他の地域活性化施策としましては、従来から実施しており

ます三世代同居支援事業、都市部からの移住支援事業、村外か

らの定住促進を図るための新築住宅等の購入支援事業を引き続

き行ってまいります。少子化対策としては、不妊治療費の助成

に加え、妊産婦に対し、出産・子育て応援ギフトを配布し、子

育て世代への支援を拡充してまいります。 

  これらの施策により、少子化による人口減少を最小限に抑え、
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村外からの移住定住を促進し、持続可能な地域コミュニティー

をつくり、住み続けられるまちづくりを行っていく所存であり

ます。 

  現在、保育所に設置してある遊具は、経年劣化により傷みが激

しく、安全性の面からも使用に不適切な状況でありますので、

劣化した遊具を撤去し、新たに魅力的な遊具を設置いたします。

また、食堂や教室の壁も劣化が激しいため、修繕を行い、衛生

的な施設管理を行ってまいります。子どもたちが楽しく登園し、

健やかに成長できるよう、保育施設の整備と適切な施設管理を

行ってまいります。 

  防災面においては、県営事業ではありますが、総合センター裏

山の急傾斜地崩壊対策事業を継続事業として実施してまいりま

す。インフラ整備事業としては、老朽化した水道管の更新や耐

震化事業を進め、生活に欠かすことのできない水道水の安定供

給に努め、災害に強い村づくりを推進してまいります。また、

老朽化した道路の舗装打ち換え工事等を行う際は、有利な国庫

補助金を活用するなどし、将来を見据えた持続可能な財政運営

を図ってまいります。 

  コロナウイルス感染症による社会経済への影響はまだまだ大き

いとは思いますが、コロナ前の生活に向け、明るい兆しも見え

てまいりました。コロナ禍の中、停滞してしまった事業などを

検証し、地域の活性化に効果的な事業や少子高齢化対策として

有効的な施策を実施していく所存ですので、議員各位におかれ

ましては、より一層の指導、ご鞭撻を賜りますよう切にお願い

申し上げまして、私の所信表明とさせていただきます。 

議長（三浦直樹君） 以上で村長の所信表明を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 会期の決定 



－１４－ 

議長（三浦直樹君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から３月１７日までの８日間といたし

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本定例会の会

期は、本日から３月１７日までの８日間と決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 承認第１号 令和４年度鳴沢村一般会計補正予 

            算（第６号）を定める専決処分に 

            つき承認を求める件 

議長（三浦直樹君） 日程第４、承認第１号令和４年度鳴沢村一般

会計補正予算（第６号）を定める専決処分につき承認を求める

件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。鳴沢村長

 小林 優君。 

村長（小林 優君） 承認第１号令和４年度鳴沢村一般会計補正予

算（第６号）を定める専決処分につき承認を求める件について、

提案理由をご説明申し上げます。 

  処分事項は、専決第３号令和４年度鳴沢村一般会計補正予算

（第６号）で、緊急を要するものとして、一般会計予算に２，

１５８万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を２３億

６，５８６万６，０００円としたものであります。 

  歳出の内容につきましては、子育て・学生応援臨時給付金支給

事業１，８４９万円、母子保健事業３０９万４，０００円を計

上しております。 

  事業実施に係る財源として、普通交付税１，８７８万６，００

０円、県支出金２７９万８，０００円を見込んでおります。 



－１５－ 

  速やかに事業を執行する必要があったため、１２月２７日に、

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分を行ったこ

とについて、同条第３項の規定により、報告し、承認を求める

ものであります。 

  詳細につきましては、担当課長より説明いたします。 

議長（三浦直樹君） 住民課長。 

住民課長（小林昭博君） それでは、承認第１号の詳細について説

明させていただきます。 

  専決第３号令和４年度鳴沢村一般会計補正予算（第６号）の予

算要求書をご準備ください。 

  最初に、住民課所管の事業の説明をさせていただきます。 

  予算要求書の５ページをご覧ください。 

  子育て・学生応援臨時給付金支給事業、要求額１，８４９万円

の皆増となります。財源については、全額一般財源となります。 

  続いて、６ページをご覧ください。 

  補正事業の目的ですが、物価上昇の影響を受けた子育て世帯を

経済的に支援するためであります。 

  次に、補正事業の内容ですが、対象者が１８歳までの児童及び

１８歳以上で大学等に就学している者で、支給対象者を養育ま

たは扶養している保護者及び親権者となり、支給金額が対象者

１人につき３万５，０００円となります。 

  補正予算計上理由は、物価上昇の影響を受け、村独自の支援制

度を創設することになるためであります。 

  続いて、７ページをご覧ください。 

  事業費の内訳は、子育て応援臨時給付金が１，８２３万５，０

００円で、対象者５２１人分を見込み、その関連事務費として

２５万５，０００円を計上しています。 

  なお、１２月中にこちらで把握している１８歳までの児童を扶



－１６－ 

養している支給対象者に対して、案内、申請書を発送し、申請

が必要な方に対しては１月より受付を行い、支給を１月２４日

より行っております。 

  以上で住民課所管の事業の補正予算の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（渡邉 積君） 続きまして、福祉保健課所管、母子

保健事業についてご説明いたします。 

  ９ページをご覧ください。 

  補正予算要求額は、３０９万４，０００円の増額で、補正後の

額を１，１９８万７，０００円とするものです。財源は、県支

出金２７９万８，０００円と一般財源２９万６，０００円を見

込んでおります。 

  次のページをご覧ください。 

  事業概要は、全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産、子育て

できるよう、伴奏型相談支援の充実を図るとともに、出産育児

関連用品の購入助成や子育て支援サービスなどの利用負担軽減

を図るための経済的支援を一体的に実施するもので、妊娠後と

出産後にそれぞれ５万円の給付を行うものであります。 

  事業費の内訳になりますが、出産・子育て応援給付金１７５万

円とその関連事務費１３４万４，０００円であります。国の第

２次補正予算において急遽、支援策が決定し、令和４年４月以

降の出産も対象となったため、補正予算となったものでありま

す。 

  以上で承認第１号の詳細説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 
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  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、承認第１号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 議案第１号 鳴沢村職員の勤務時間、休暇等に 

            関する条例の一部を改正する条例 

            を定める件 

◎日程第６ 議案第２号 鳴沢村職員の育児休業等に関する 

            条例の一部を改正する条例を定め 

            る件 

議長（三浦直樹君） 日程第５、議案第１号鳴沢村職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例を定める件及び日程

第６、議案第２号鳴沢村職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例を定める件の２件を一括して議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長（三浦寿得君） 議案第１号鳴沢村職員の勤務時間、休暇



－１８－ 

等に関する条例の一部を改正する条例を定める件及び議案第２

号鳴沢村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

を定める件について、提案理由をご説明申し上げます。 

  本条例改正につきましては、関連議案として一括にてご説明申

し上げます。 

  人事院による公務員人事管理に関する報告の中で、フレックス

タイム制の活用による柔軟な働き方の推進が、職員一人一人の

能力発揮やワーク・ライフ・バランスの実現、健康確保に資す

るものであり、ひいては職員のやる気を高め、公務能率の向上

や多様な有為の人材確保につながるものであるとの認識のもと

により、国家公務員との権衡を踏まえることが求められている

地方公共団体においても、国家公務員の措置に準じて、働き方

の一環として行うことができるフレックスタイム制を柔軟化す

る改正を行うものであります。 

  改正内容としましては、鳴沢村職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例第６条における休憩時間について、職務の特殊性や職員

の健康状態などを考慮し、基準より柔軟にするよう規定するも

のとなります。 

  また、鳴沢村職員の育児休業等に関する条例第１１条で定める

勤務形態の一部規定において、「１日につき午前７時から午後

１０時までの間において規則で定める時間以上勤務すること」

とあるのを、「週休日以外の日において１日につき午前５時か

ら午後１０時までの間において規則で定める時間以上勤務する

こと」に改正するものであります。 

  なお、附則として、施行期日は、両条例とも令和５年４月１日

から施行するものとします。 

  以上で、議案第１号鳴沢村職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例及び議案第２号鳴沢村職員の育児休業
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等に関する条例の一部を改正する条例の提案理由の説明を終わ

ります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより一括して質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから一括して討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１号及び議案第２号の２件を一括して採決い

たします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、議案第１号及

び議案第２号の２件は、原案のとおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 議案第３号 鳴沢村国民健康保険条例の一部を 

            改正する条例を定める件 

議長（三浦直樹君） 日程第７、議案第３号鳴沢村国民健康保険条

例の一部を改正する条例を定める件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。住民課長。 
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住民課長（小林昭博君） 議案第３号鳴沢村国民健康保険条例の一

部を改正する条例を定める件について、提案理由をご説明申し

上げます。 

  健康保険法施行令等の一部を改正する政令が公布され、令和５

年４月１日より出産育児一時金等の支給額が引上げになるため、

条例の改正を行うものであります。 

  改正点をご説明申し上げます。 

  議案の１ページをご覧ください。 

  第５条の出産育児一時金につきまして、４０万８，０００円を

４８万８，０００円に改めるものであります。これに伴い、産

科医療補償制度保険金分の１万２，０００円と合わせて、支給

額は５０万円となります。 

  附則として、この条例は令和５年４月１日から施行し、経過措

置として、この条例の施行の日前の出産に係る鳴沢村国民健康

保険条例第５条の規定による出産育児一時金の額については、

なお従前の例によるものとするものであります。 

  以上で議案第３号の提案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 
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  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第３号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 議案第４号 鳴沢村国民健康保険税条例の一部 

            を改正する条例を定める件 

議長（三浦直樹君） 日程第８、議案第４号鳴沢村国民健康保険税

条例の一部を改正する条例を定める件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。住民課長。 

住民課長（小林昭博君） 議案第４号鳴沢村国民健康保険税条例の

一部を改正する条例を定める件について、提案理由をご説明申

し上げます。 

  国民健康保険法施行令（昭和３３年政令第３６２号）の一部改

正に伴う改正及び厚生労働省からの事務連絡により、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に係

る国民健康保険税の減免等について、令和４年度で財政支援は

終了となることが示されたことにより、納期限の適用期限の改

正を行うものです。また、国民健康保険の適正かつ安定的な運

営を確保するため、鳴沢村国民健康保険税の税額改正を行うも

のであります。 

  主な改正点について説明いたします。 

  まず、施行令改正に伴うものですが、１点目としては、賦課限

度額が引き上げられることによる改正となります。 
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  １ページの第２条第３項をご覧ください。 

  これにつきましては、後期高齢者支援金等課税額の限度額が２

０万円から２２万円に引き上げられるものです。これにより、

基礎課税額の限度額６５万円、介護納付金課税額の限度額１７

万円と合わせて、国民健康保険税全体の賦課限度額が１０２万

円から１０４万円に引き上げられるものです。また、３ページ

の第２２条も同様の記載があるため、改正を行うものです。 

  次に、２点目として、軽減措置についての改正となりますが、

５割軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基準が改正さ

れることによるものです。これにつきましては、法令により定

められた所得基準を下回る世帯については、被保険者の応益割、

均等割と平等割となりますが、こちらの額を７割、５割、２割

と減額するもので、このうち、５割、２割軽減の所得判定基準

の額のうち、被保険者１人に対する所得額の部分を増額するこ

とにより、軽減される対象世帯の幅を広げるものです。 

  ６ページの第２２条第１項第２号において、５割軽減分を２８

万５，０００円から２９万円に、８ページ、第３号において、

２割軽減分を５２万円から５３万５，０００円に改正するもの

です。 

  続きまして、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減

少した被保険者等に係る国民健康保険税の減免等について、令

和４年度に財政支援が終了することにより、令和４年度末に資

格を取得した方の国民健康保険税の納期限が令和５年度中にな

ることを鑑みて、適用期限をあわせて改正するものとなってお

ります。 

  １１ページをご覧ください。 

  １４条中、令和５年３月３１日を令和６年３月３１日に改正す

るものであります。 
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  続きまして、税額改正についてご説明させていただきます。 

  今回の税額改正においては、当村における近年の国民健康保険

特別会計における財政状況を鑑み、減額する改正としておりま

す。 

  国民健康保険税は、医療分、後期高齢者支援金分、介護分に分

かれ、それぞれ応能割が所得割で、応益割が均等割と平等割で

構成されております。今回の改正については、このうち、医療

分の均等割、平等割、後期高齢者支援金分の平等割、介護分の

均等割の税額を改正するものです。 

  １ページの第４条をご覧ください。 

  医療分の均等割額を２万３，０００円から２万円に、２ページ

をご覧ください。第４条の２第１項第１号において、医療分の

平等割額を２万５、０００円から１万８，０００円に、第２号

において、特定世帯を１万２，５００円から９，０００円に、

第３号において、特定継続世帯を１万８，７５０円から１万３，

５００円に、続いて、３ページをご覧ください。第６条の２第

１項第１号において、後期高齢者支援分の均等割額を７，００

０円から５，０００円に、第２号において、特定世帯を３，５

００円から２，５００円に、第３号において、特定継続世帯を

５，２５０円から３，７５０円に、第８条において、介護分の

均等割額を１万１，０００円から１万円に改正するものです。 

  次に、５ページ以降の第２２条の改正点になりますが、今回の

税額改正に伴い、軽減措置について、７割、５割、２割軽減の

対象世帯の医療分、後期高齢者支援分、介護分、それぞれにつ

きまして、減額する税額の改定を行い、１０ページの第２２条

第２項においても、未就学児１人についての減額する税額の改

正を行うものです。 

  附則として、この条例は令和５年４月１日から施行し、この条
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例による改正後の規定は、令和５年度以後の年度分の国民健康

保険税について適用し、令和４年度分までの国民健康保険税に

ついては、なお従前の例によるとするものであります。 

  以上で議案第４号の提案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第４号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 議案第５号 鳴沢村特定教育・保育施設及び特 

            定地域型保育事業の運営に関する 

            基準を定める条例の一部を改正す 

            る条例を定める件 
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議長（三浦直樹君） 日程第９、議案第５号鳴沢村特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例を定める件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。住民課長。 

住民課長（小林昭博君） 議案第５号鳴沢村特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例を定める件について、提案理由をご説明申し上

げます。 

  今回の改正については、特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基

準の一部を改正する内閣府令により、懲戒に係る権限の濫用禁

止規定が削除されたこと及びこども家庭庁設置法に伴う関係法

律の整備に関する法律により、子ども・子育て支援法中、内閣

総理大臣と厚生労働大臣の協議について定める第１９条第２項

が削除され、同法第１９条が１項のみの条となり、学校教育法

の幼稚園教育要領の制定根拠である第２５条に、幼稚園の教育

課程、その他の教育内容に関する事項を定める際の配慮事項や

内閣総理大臣への協議義務を定める第２項及び第３項が新設さ

れたことに伴い、本条例についても所要の改正を行うものであ

ります。 

  議案をご覧ください。 

  １ページから５ページ、７ページから１８ページは、子ども・

子育て支援法の条ずれに該当する引用箇所について、それぞれ

改正を行うものであります。 

  また、議案の６ページの第１５条につきましては、学校教育法

第２５条の項の新設による引用箇所の改正を行うものでありま

す。 

  続いて、議案の７ページをご覧ください。 



－２６－ 

  第２６条につきましては、懲戒に係る権限の濫用禁止を削除す

るものであります。 

  附則としまして、本条例は、令和５年４月１日から施行するも

のであります。 

  以上で議案第５号の提案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第５号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 議案第６号 鳴沢村家庭的保育事業等の設備 

             及び運営に関する基準を定める 

             条例の一部を改正する条例を定 
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             める件 

議長（三浦直樹君） 日程第１０、議案第６号鳴沢村家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例を定める件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。住民課長。 

住民課長（小林昭博君） 議案第６号鳴沢村家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を

定める件について、提案理由をご説明申し上げます。 

  今回の改正につきましては、民法等の一部を改正する法律の一

部の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令により、

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準が改正され、懲

戒に係る権限の濫用禁止規定が削除されたこと及び児童福祉施

設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令により、

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準が改正され、安

全計画の策定等の義務化、インクルーシブ保育を可能とするた

めの設備、人員基準の緩和、感染症及び食中毒の予防及びまん

延防止に必要な措置が明確化されたこと、また、バス送迎に当

たっての安全管理の徹底に係る規定を加える改正が行われたこ

とに伴い、本条例についても所要の改正を行うものであります。 

  議案の１ページをご覧ください。 

  第７条の２につきましては、安全計画の策定等についてを新設

するものであります。 

  議案の２ページをご覧ください。 

  第７条の３につきましては、自動車を運行する場合の所在の確

認についてを新設するものであります。 

  議案３ページをご覧ください。 

  第１０条につきましては、他の社会福祉施設等を併せて設置す

るときの設備及び職員の基準についての改正、第１３条につき
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ましては、懲戒に係る権限の濫用禁止の削除、第１４条につき

ましては、衛生管理等の改正を行うものであります。 

  附則としまして、本条例は令和５年４月１日から施行するもの

であります。 

  また、改正附則第２項で、改正省令附則第４条と同様の経過措

置を規定しました。 

  以上で議案第６号の提案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第６号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第７号 鳴沢村手数料徴収条例の一部を 
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             改正する条例を定める件 

議長（三浦直樹君） 日程第１１、議案第７号鳴沢村手数料徴収条

例の一部を改正する条例を定める件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。住民課長。 

住民課長（小林昭博君） 議案第７号鳴沢村手数料徴収条例の一部

を改正する条例を定める件について、提案理由をご説明申し上

げます。 

  中間処分業者の焼却施設維持管理費をはじめとする施設運営費

のコスト上昇による処分費単価が値上がりするため、所要の改

正を行うものであります。 

  改正点は、議案の２ページをご覧ください。 

  第２条中、種類及び金額等の別表に、村内の店舗等の事業系一

般廃棄物の手数料として、１トンにつき３万５，７５０円を、

１トンにつき３万６，３００円に改正するものです。金額の算

定根拠は、今回値上げする富士宮市内の中間処分業者の委託料

に消費税１０％を乗じた金額です。 

  なお、附則としまして、令和５年４月１日から施行するもので

す。 

  以上で議案第７号の提案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す
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ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第７号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 議案第８号 鳴沢村放課後児童健全育成事業 

             の設備及び運営に関する基準を 

             定める条例の一部を改正する条 

             例を定める件 

議長（三浦直樹君） 日程第１２、議案第８号鳴沢村放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例を定める件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。教育課長。 

教育課長（木暮富人君） 議案第８号鳴沢村放課後児童健全育成事

業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例について、提案理由をご説明申し上げます。 

  平成２６年、厚生労働省令第６３号、放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準を改正する厚生労働省令が昨年１

１月３０日に公布され、本年４月１日から施行されることに伴

い、本条例についても所要の改正を行う必要があるため、条例

の一部を改正するものであります。 

  具体的には、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
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基準に、安全計画の策定等の義務化、業務継続計画の策定等の

努力義務化、感染症及び食中毒の予防及びまん延防止に必要な

措置の明確化を追加する内容となっています。 

  議案の１ページをご覧ください。 

  第６条の後に、第６条の２として、安全計画の策定等の規定を

追加します。 

  内容としては、第１項において、放課後児童健全育成事業者は、

利用者の安全の確保を図るため、事業所の設備の安全点検、安

全に関する指導、職員の研修及び訓練等の安全に関する事項に

ついての計画を策定し、策定した安全計画に従い、必要な措置

を講じなければならないとし、１ページ下段の第２項において、

安全計画を職員に対して周知するとともに、研修及び訓練を定

期的に実施しなければならないとしています。 

  ２ページをご覧ください。 

  第３項において、事業者は、利用者の安全の確保に関して保護

者との連帯が図れるよう、保護者に対し、安全計画に基づく取

組の内容等について周知しなければならないとし、第４項にお

いて、事業者は、定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応

じて安全計画の変更を行うものとするとしています。 

  次に、第６条の３において、自動車を運行する場合の所在の確

認についての規定を追加します。 

  第６条の３、放課後児童健全育成事業者は、利用者の事業所外

での活動、取組等のための移動、その他の利用者の移動のため

に自動車を運行するときは、利用者の乗車及び降車の際に、点

呼、その他の利用者の所在を確実に把握することができる方法

により、利用者の所在を確認しなければならない。これは、バ

ス送迎の際の乗降確認不足により事故が発生していることを受

けて規定されるものですが、鳴沢村ではバス等による送迎は行
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っていないため、直接的な影響はありません。 

  次に、第１２条の２において、業務継続計画の策定等について

の規定を追加します。先ほどの第６条の２の安全計画の策定と

同様に、業務継続計画の策定、職員、保護者への周知、定期的

な計画の見直しを規定したものです。 

  ３ページをご覧ください。 

  第１３条、衛生管理等において、第２項の文中、「必要な措置

を講ずる」を、「職員に対し、感染症及び食中毒の予防及びま

ん延の防止のための研修並びに感染症の予防及びまん延の防止

のための訓練を定期的に実施する」に改めます。 

  これは、感染症または食中毒が発生し、またはまん延しないよ

うに講ずる措置を、職員研修及び定期的な訓練の実施と明確化

したものです。 

  附則としては、この条例は令和５年４月１日から施行するもの

とし、第２項において、安全計画の策定等に係る経過措置とし

て、令和６年３月３１日までの間、第６条の２の規定について

は努力義務とするものであります。 

  以上で議案第８号の提案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 
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  これから討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第８号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 議案第９号 村道路線の認定及び廃止の件 

議長（三浦直樹君） 日程第１３、議案第９号村道路線の認定及び

廃止の件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。振興課長。 

振興課長（小林昌信君） 議案第９号村道路線の認定及び廃止の件

について、提案理由をご説明申し上げます。 

  寄附行為により受納した箇所を村道２１３号線として認定する

ため、道路法第８条第１項及び第１０条第１項の規定に基づき、

村道の認定及び廃止を行うものであります。 

  議案の１ページをご覧ください。 

  廃止は村道２１３号線、認定も同じく村道２１３号線の１路線

となります。 

  詳細については、お配りしてあります議案第９号の参考資料を

ご覧ください。 

  参考資料の１ページが村道２１３号線の廃止及び認定の事由、

延長、面積の詳細、２ページ目が位置図、３ページが路線認定

図で、青色箇所が、令和３年８月臨時会で県の急傾斜地崩壊対

策事業実施に伴い、村道７８０号線を事業用地として県へ寄附
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する必要があったことから村道を廃止し、その影響で接道する

村道がなくなってしまった１４７６番２へ村道を接道するため

に、今回、議案を上程するものであります。 

  ４ページにつきましては、増設部分の現地写真であります。 

  以上のことから、村道２１３号線全体をまず廃止し、寄附行為

により受納した１４７７番１を終点として再度認定するもので、

道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定に基づき、議会

の議決を求めるものであります。 

  なお、議会の議決が必要となるのは、各路線の起点、終点が変

更となる場合であり、また、路線の起点、終点に変更がある場

合、変更という方法ではなく、それぞれの路線を一度廃止し、

認定し直すものであることをあらかじめご了承ください。 

  以上で議案第９号の提案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第９号を採決いたします。 
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  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 議案第１０号 令和４年度鳴沢村一般会計補 

              正予算（第７号） 

◎日程第１５ 議案第１１号 令和４年度鳴沢村国民健康保 

              険特別会計補正予算（第４ 

              号） 

◎日程第１６ 議案第１２号 令和４年度鳴沢村簡易水道事 

              業特別会計補正予算（第３ 

              号） 

◎日程第１７ 議案第１３号 令和４年度鳴沢村介護保険特 

              別会計補正予算（第４号） 

◎日程第１８ 議案第１４号 令和４年度鳴沢村後期高齢者 

              医療特別会計補正予算（第２ 

              号） 

議長（三浦直樹君） 日程第１４、議案第１０号令和４年度鳴沢村

一般会計補正予算（第７号）から日程第１８、議案第１４号令

和４年度鳴沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）ま

での５件を一括して議題といたします。 

  議案の朗読を省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 議案第１０号令和４年度鳴沢村一般会計補正

予算（第７号）から議案第１４号令和４年度鳴沢村後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）までの５議案につきまして、

提案理由をご説明申し上げます。 
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  令和４年度の各会計歳入歳出予算の総額に、緊急を要するもの

や余剰金の処分として、新たに８，５９７万８，０００円を追

加し、一般会計並びに特別会計予算総額を３３億９，３２４万

３，０００円とするものであります。 

  一般会計の主な歳出の概要につきましては、公共施設修繕基金

への積立金２，３００万円、自立支援給付助成事業９１５万４，

０００円、簡易水道事業特別会計繰出金６６１万１，０００円、

余剰が見込まれる１億７，１４１万２，０００円を公共施設建

設基金に積み立てるほか、年度末となり、決算見込額が把握で

きる状況となったことから、減額できる部分について、不用額

の減額を行うものであります。 

  歳入の内訳としては、村税４，１５０万円、普通交付税４，９

８１万８，０００円、施設貸付収入２，３００万円などを見込

むものであります。 

  鋭意事業を執行してまいりますので、議員各位におかれまして

も、特段のご理解、ご支援を賜りたいと存じます。 

  以上で議案第１０号から議案第１４号までの提案理由の説明を

終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第１０号から議案第１４号

までの５件については、会議規則第３６条第１項の規定により、

予算決算常任委員会に付託の上、審査することにいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 議案第１５号 令和５年度鳴沢村一般会計予 

              算 

◎日程第２０ 議案第１６号 令和５年度鳴沢村国民健康保 

              険特別会計予算 

◎日程第２１ 議案第１７号 令和５年度鳴沢村簡易水道事 
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              業特別会計予算 

◎日程第２２ 議案第１８号 令和５年度鳴沢村介護保険特 

              別会計予算 

◎日程第２３ 議案第１９号 令和５年度鳴沢村介護予防支 

              援事業特別会計予算 

◎日程第２４ 議案第２０号 令和５年度鳴沢村後期高齢者 

              医療特別会計予算 

議長（三浦直樹君） 日程第１９、議案第１５号令和５年度鳴沢村

一般会計予算から日程第２４、議案第２０号令和５年度鳴沢村

後期高齢者医療特別会計予算までの６件を一括して議題といた

します。 

  議案の朗読を省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 議案第１５号令和５年度鳴沢村一般会計予算

から議案第２０号令和５年度鳴沢村後期高齢者医療特別会計予

算までの６件につきまして、提案理由をご説明申し上げます。 

  議案第１５号令和５年度鳴沢村一般会計予算につきましては、

歳入歳出予算総額２１億７，９８８万８，０００円で、前年度

比３．１％、６，５４１万８，０００円の増となりました。 

  国内の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響や原油等の価

格高騰により、依然として厳しい状況であります。先行きにつ

いては、感染症対策に万全を期し、経済社会活動を継続してい

く中で持ち直していくことが期待されます。 

  地方自治体を取り巻く環境も、少子高齢化の進行をはじめとす

る多様な課題が山積みされているところであります。当村にお

いては、村税収入について、新型コロナウイルス感染症が及ぼ

す社会経済活動への影響は不透明であるものの、近年、コロナ

禍における減収を見込んだ予算編成となっておりましたが、復
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調の兆しが見え始めたことから、コロナ禍前の水準に戻した予

算編成となっており、固定資産税や村民税、法人村民税などが

増加する見込みであることから、前年度と比較して約４％の増

収が見込まれます。また、地方交付税については、令和５年度

の国の地方財政計画においても前年度と同水準を確保するとさ

れていますが、将来的には徐々に減少することが推測されてい

ます。 

  一方、歳出面では、社会保障費の増加、公共施設の老朽化によ

る維持補修費の増加等により、今後、財政の硬直化が懸念され

ます。このような財政状況の中、より一層の財源確保が求めら

れるところであり、不急の支出を抑え、新型コロナ対策に備え

るとともに、可能な限り、国・県支出金などの特定財源を積極

的に確保した上での予算編成を行いました。また、ふるさと応

援寄附基金を活用し、各種事業への充当を行います。 

  歳出においての新規事業などについては、所信表明で一端を述

べさせていただきましたが、主な歳出といたしまして、道の駅

なるさわ電気設備改修工事を行う道の駅なるさわ運営事業８，

４３５万５，０００円、保育所の遊具更新や保育室塗装等修繕

工事を行う保育所運営事業６，３９９万８，０００円、いきや

りの湯の管理等を業務委託する鳴沢いきやりの湯運営事業６，

１１９万７，０００円、新型コロナウイルスワクチンの予防接

種を行う新型コロナウイルスワクチン予防接種事業３，８５８

万円、くらし応援商品券を村民１人につき１万円分を配布する

くらし応援商品券発行事業３，３６６万９，０００円、小学校

特別支援学級教室に間仕切りを設置する小学校管理運営費２，

５８５万５，０００円、村道の舗装打ち換え工事を行う村道改

良事業１，９０４万円などを計上しております。 

  歳入につきましては、村税８億２，４４６万１，０００円、地
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方交付税６億４，８３５万８，０００円、地方譲与税及び各種

交付金１億８，３９８万円、国庫支出金１億４，２８６万８，

０００円、県支出金１億４２８万１，０００円などを見込んで

おります。 

  続いて、議案第１６号令和５年度鳴沢村国民健康保険特別会計

予算から議案第２０号令和５年度鳴沢村後期高齢者医療特別会

計予算までの５件につきましては、各特別会計の歳入歳出合計

といたしまして９億２，８３４万５，０００円で、前年度比２．

１％、１，９０５万８，０００円の増となっております。 

  以上が令和５年度一般会計並びに特別会計の予算概要となりま

すが、引き続き、歳入の確保及び歳出の節減、合理化に努め、

健全で安定的な財政運営に努める所存でありますので、議員各

位におかれましても、特段のご理解とご支援を賜りたいと存じ

ます。 

  以上で議案第１５号から議案第２０号までの６件についての提

案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第１５号から議案第２０号

までの６件については、会議規則第３６条第１項の規定により、

予算決算常任委員会に付託の上、審査することにいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２５ 議案第２１号 鳴沢村会計年度任用職員の給 

              与及び費用弁償に関する条例 

              の一部を改正する条例を定め 

              る件 

議長（三浦直樹君） 日程第２５、議案第２１号鳴沢村会計年度任

用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

を定める件を議題といたします。 



－４０－ 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長（三浦寿得君） 議案第２１号鳴沢村会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を定める

件についてご説明申し上げます。 

  令和４年８月８日付の人事院勧告及び一般職の国家公務員の給

与改定、山梨県職員の給与改定等を考量し、本村会計年度任用

職員の給料の改定を行う必要があるため、鳴沢村会計年度任用

職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正するもので

あります。 

  １ページから５ページをご覧ください。 

  会計年度任用職員の一般行政職給料表及び看護・保健職給料表

を国家公務員の俸給表に準じて改めるものであります。 

  令和４年１１月臨時議会においては、正規職員における給料表

の改定を行いましたが、今回は会計年度任用職員が対象となり、

令和５年４月１日から施行いたします。 

  以上で議案第２１号の提案理由の説明を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第２１号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案の

とおり決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（三浦直樹君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  お諮りいたします。 

  議事の都合により、本会議は３月１１日から１６日までの６日

間を休会としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本会議は３月１１日から１６日までの６日間を休

会とすることに決定いたしました。 

  なお、本会議は３月１７日午後３時から再開いたします。 

  本日は以上で散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後２時４８分 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 

   令和５年３月１０日 

 

     議会議長 
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     署名議員 

 

     署名議員 
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令和５年３月１７日再開 

１、出席議員 

   １番 三 浦 雄一郎     ２番 渡 辺 正 人 

   ３番 渡 辺 宗 司     ４番 土 屋 文 明 

   ５番 渡 辺 次 男     ６番 小 林 清 一 

   ７番 小 林 昭 一     ８番 渡 邊 明 雄 

   ９番 佐 藤 博 水    １０番 三 浦 直 樹 

２、欠席議員 

 なし。 

３、地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席 

  した者の職氏名 

 村長 小林 優 教育長 小林茂澄 

 総務課長 三浦寿得 税務課長 梶原 充 

 企画課長 渡邉英博 福祉保健課長 渡邉 積 

 住民課長 小林昭博 振興課長 小林昌信 

 教育課長 木暮富人 会計管理者 渡邊安司 

４、本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議会事務局長 三浦進一 

 議会事務局書記 渡辺栄一 

５、本日の議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  諸般の報告 

 日程第３  議案第１０号 令和４年度鳴沢村一般会計補正予算 

              （第７号） 

 日程第４  議案第１１号 令和４年度鳴沢村国民健康保険特別 

              会計補正予算（第４号） 

 日程第５  議案第１２号 令和４年度鳴沢村簡易水道事業特別 

              会計補正予算（第３号） 
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 日程第６  議案第１３号 令和４年度鳴沢村介護保険特別会計 

              補正予算（第４号） 

 日程第７  議案第１４号 令和４年度鳴沢村後期高齢者医療特 

              別会計補正予算（第２号） 

 日程第８  議案第１５号 令和５年度鳴沢村一般会計予算 

 日程第９  議案第１６号 令和５年度鳴沢村国民健康保険特別 

              会計予算 

 日程第１０ 議案第１７号 令和５年度鳴沢村簡易水道事業特別 

              会計予算 

 日程第１１ 議案第１８号 令和５年度鳴沢村介護保険特別会計 

              予算 

 日程第１２ 議案第１９号 令和５年度鳴沢村介護予防支援事業 

              特別会計予算 

 日程第１３ 議案第２０号 令和５年度鳴沢村後期高齢者医療特 

              別会計予算 

 日程第１４ 同意第 １号 固定資産評価審査委員会委員の任命 

              に同意を求める件 

 日程第１５ 一般質問 

 日程第１６ 委員会の閉会中の継続調査の件 
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―――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後２時５９分 

議長（三浦直樹君） 出席議員が定足数に達しておりますので、た

だいまから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであり

ます。 

  これより日程に入ります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（三浦直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、

渡辺正人君、渡辺宗司君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 諸般の報告 

議長（三浦直樹君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  令和４年第４回定例会以降に開かれました一部事務組合議会に

関する事項の報告を求めます。報告者は、自席にて報告を行っ

てください。鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合議会、３

番 渡辺宗司君。 

３番（渡辺宗司君） 鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合議会

についての報告をさせていただきます。 

  令和４年１２月２６日午前１０時より定例会が招集され、会議

が行われました。 

  議員１７名と、会議事件説明のために組合長をはじめ、執行部

２名の出席がありました。 

  会議事件は３件で、本会議においては、まず会期が１２月２６

日の１日限りと決定されました。 

  次に、会議録署名議員の指名が行われ、９番、三浦圭二君、１
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４番、渡辺英之君が指名されました。 

  次に、議案第９号鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合長等

の給与及び旅費条例の一部を改正する条例を定めることについ

て専決処分の承認を求めることについてが議題とされ、全員一

致で承認されました。 

  次に、議案第１０号鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合に

おいて鳴沢村の条例を準用する条例の一部を改正する条例を定

めることについてが議題とされ、本案は原案のとおり可決され

ました。 

  次に、議案第１１号令和４年度一般会計歳入歳出補正予算（第

３号）についてが議題とされ、歳出予算の総務費に１５５万２，

０００円、事業費に５５万円を追加し、予備費を２１０万２，

０００円減額するもので、本案は原案のとおり可決されました。 

  以上で、鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合議会について

の報告を終了いたします。 

議長（三浦直樹君） 富士五湖広域行政事務組合議会、７番 小林

昭一君。 

７番（小林昭一君） 富士五湖広域行政事務組合議会についての報

告をさせていただきます。 

  令和４年１２月２６日１４時３０分より招集され、令和４年第

３回富士五湖広域行政事務組合議会臨時会が行われました。 

  議員１８名と、会議事件説明のために代表理事、堀内 茂富士

吉田市長、理事、小林 優鳴沢村長をはじめ、他の理事と事件

説明のため、執行部及び事務局の出席がありました。 

  本会議において、会議録署名議員の指名に続き、会期は１２月

２６日１日間と決定されました。 

  会議事件は５件で、内容としましては、選任第５号富士五湖広

域行政事務組合議会運営委員の補欠選任について、選任第６号
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富士五湖広域行政事務組合議会常任委員の補欠選任について、

議案第１２号富士五湖広域行政事務組合職員の育児休業等に関

する条例の一部改正について、議案第１３号富士五湖広域行政

事務組合職員給与条例の一部改正について、議案第１４号富士

五湖広域行政事務組合会計年度任用職員給与及び費用弁償支給

条例の一部改正についてです。 

  選任第５号、選任第６号の件、議長より指名があり、選任され

ました。 

  議案第１２号について、本案は、富士五湖広域行政事務組合職

員の育児休業等に関する条例の一部改正です。人事院規則の一

部改正に伴い、育児休業の取得回数制限の緩和等を行うことに

より、職員が育児休業を取得しやすい勤務環境を整備し、仕事

と家庭生活の両立を支援するため、所要の改正を行うものです。

原案のとおり可決されました。 

  議案第１３号について、本案は、富士五湖広域行政事務組合職

員給与条例の一部改正でありまして、人事院及び山梨県人事委

員会における本年度の勧告並びにこれらに伴う国家公務員の給

与の改定等に鑑み、給与月額及び勤勉手当を引き上げるため、

所要の改正を行うもので、併せて参照条文及び字句等の整理を

行うため、所要の改正を行うものです。原案のとおり可決され

ました。 

  議案第１４号について、本案は、富士五湖広域行政事務組合会

計年度任用職員給与及び費用弁償支給条例の一部改正です。人

事院及び山梨県人事委員会における本年度の勧告による公務員

給与の改定等に鑑み、富士五湖広域行政事務組合職員給与条例

の一部改正により、勤勉手当を引き上げることに伴い、会計年

度任用職員の期末手当引上げ等について、所要の改正を行うも

のです。これも原案のとおり可決されました。 
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  なお、会期中、旧庁舎の解体の状況について説明がありました。 

  以上で、令和４年第３回富士五湖広域行政事務組合議会臨時会

についての報告を終了します。 

  続いて、令和５年第１回富士五湖広域行政事務組合議会定例会

についての報告をさせていただきます。 

  令和５年２月２１日１４時３０分より招集され、令和５年第１

回富士五湖広域行政事務組合議会定例会が行われました。 

  議員１９名と、会議事件説明のために代表理事、堀内 茂富士

吉田市長、理事、小林 優鳴沢村長をはじめ、他の理事と事件

説明のため、執行部及び事務局の出席がありました。 

  本会議において、監査報告、会議録署名議員の指名に続き、会

期は２月２１、２２日、２日間と決定されました。 

  会議事件は８件で、内容としましては、議案第１号令和５年度

富士五湖広域行政事務組合一般会計予算、議案第２号令和５年

度富士五湖広域行政事務組合富士五湖聖苑特別会計予算、議案

第３号富士五湖広域行政事務組合個人情報の保護に関する法律

施行条例の制定について、議案第４号地方公務員法の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条例の整備について、議案第５号

富士五湖広域行政事務組合職員の定年等に関する条例の一部改

正について、議案第６号富士五湖広域行政事務組合職員給与条

例の一部改正について、議案第７号令和４年度富士五湖広域行

政事務組合富士五湖聖苑特別会計補正予算（第１号）、議案第

８号富士五湖広域行政事務組合公平委員会委員の選任について

です。 

  議案第１号について、本案は令和５年度富士五湖広域行政事務

組合一般会計補正予算でありまして、予算総額は１８億８，２

９６万４，０００円であり、前年度予算に比べ１５億５，９４

２万４，０００円の減額となっています。 
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  歳入では、関係市町村からの負担金１８億７，４２１万４，０

００円、県支出金５５１万１，０００円、諸収入２７１万９，

０００円が主なものです。 

  歳出では、議会費２０６万２，０００円、総務費５，１２５万

２，０００円、消防費１７億６，５４１万円、公債費６，２２

４万円が主なものです。原案のとおり可決されました。 

  議案第２号について、本案は令和５年度富士五湖広域行政事務

組合富士五湖聖苑特別会計でありまして、予算総額は１億１，

７３３万２，０００円であり、前年度予算に比べ９３８万円の

増額となっています。 

  歳入では、関係市町村からの負担金８，３８５万６，０００円、

使用料及び手数料２，９３７万５，０００円、繰入金４００万

円が主なものです。 

  歳出では、火葬場の管理運営に関する総務費１億１，５３３万

２，０００円が主なものです。原案のとおり可決されました。 

  議案第３号について、本案は富士五湖広域行政事務組合個人情

報の保護に関する法律施行条例の制定でありまして、デジタル

社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に

よる個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、保有個人

情報の開示請求に関わる手数料等に関し、必要な事項を定める

ため、条例の制定を行うものです。原案のとおり可決されまし

た。 

  議案第４号について、本案は地方公務員法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例についてです。地

方公務員法の一部を改正する法律の施行による地方公務員法の

一部改正により、地方公務員の定年について、国家公務員の定

年と同様に令和５年度から段階的に引き上げられることに伴い、

関係条例の整備を行う必要があります。併せて字句の整理等を



－５０－ 

行うため、所要の改正を行うものです。これも原案のとおり可

決されました。 

  議案第５号について、本案は富士五湖広域行政事務組合職員の

定年等に関する条例の一部改正であり、地方公務員法の一部を

改正する法律の施行による地方公務員法の一部改正により、地

方公務員の定年について、国家公務員の定年と同様に令和５年

度から２年に１歳ずつ段階的に引き上げられることに伴い、準

用する富士吉田市職員の定年等に関する条例の一部が改正され、

本組合における職員の定年等に関して、同様の措置を講ずる必

要があるため、所要の改正を行うものであります。原案のとお

り可決されました。 

  議案第６号について、本案は富士五湖広域行政事務組合職員給

与条例の一部改正でありまして、刑法等の一部を改正する法律

による刑法の一部改正に伴い、刑罰の種類が変更されることか

ら、該当する文言を変更する必要があるため、所要の改正を行

うものです。原案のとおり可決されました。 

  議案第７号について、本案は令和４年度富士五湖広域行政事務

組合富士五湖聖苑特別会計補正予算（第１号）でありまして、

今回、歳入歳出にそれぞれ４２８万５，０００円を追加し、総

額を１億１，２２３万７，０００円とするものです。歳入では、

火葬場管理運営費負担金４２８万５，０００円を増額するもの

です。歳出では、一般管理費事業費４２８万５，０００円を増

額するものです。原案のとおり可決されました。 

  議案第８号について、本案は富士五湖広域行政事務組合公平委

員会委員の選任についてです。令和５年７月２日をもって後藤

義長氏が任期満了になるのに伴い、山中湖村山中３９３－２１、

高村照久氏が選任されました。 

  また、２月２０日の本会議において議案第９号が追加され、議
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案第９号として富士五湖広域行政事務組合議会の個人情報の保

護に関する条例の制定について、これは議会議員全員の提出に

より条例が定められました。 

  なお、議案第１号、議案第２号は予算特別委員会で、議案第３

号から議案第７号まで総務委員会で審議なされ、本会議での報

告であることを申し添えます。 

  以上で、令和５年第１回富士五湖広域行政事務組合議会定例会

についての報告を終了いたします。 

議長（三浦直樹君） 青木が原ごみ処理組合議会、９番、佐藤博水

君。 

９番（佐藤博水君） 令和５年第１回青木が原ごみ処理組合議会定

例会についての報告をさせていただきます。 

  令和５年２月６日、富士河口湖町役場３階３０４室に９時３０

分より招集され、令和５年第１回青木が原ごみ処理組合議会定

例会が行われました。 

  議員８名と、会議事件説明のために管理者、渡辺喜久男富士河

口湖町町長、副管理者、小林 優鳴沢村長をはじめ、関係管理

者、２町村担当課長と、事件説明のために事務局の出席があり

ました。 

  本会議においては、議席の指定、会議録署名議員の指名に続き、

会期は２月６日、１日間と決定されました。 

  会議事件は２件で、内容としまして、議案第１号青木が原ごみ

処理組合個人情報保護法施行条例の制定についてで、富士河口

湖町個人情報保護法施行条例を準用するもので、施行期日は令

和５年４月１日からです。 

  議案第２号令和５年度青木が原ごみ処理組合一般会計歳入歳出

予算についてで、歳入歳出それぞれ３，６５２万３，０００円

とするもので、前年度比２１８万９，０００円の増で、歳入は
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衛生費増による町村負担金増、主な歳出増は公用車購入費１５

０万円です。 

  議案２件とも原案のとおり賛成全員により可決されました。 

  以上で、青木が原ごみ処理組合議会についての報告を終了いた

します。 

議長（三浦直樹君） 青木ヶ原衛生センター議会、４番、土屋文明

君。 

４番（土屋文明君） 令和５年第１回青木ヶ原衛生センター議会に

ついての報告をさせていただきます。 

  ２月６日午前１１時より招集され、会議が行われました。 

  議員１２名と、会議事件説明のために管理者の渡辺喜久男富士

河口湖町町長、副管理者の小林 優鳴沢村長をはじめ、事件説

明のために執行部７名の出席がありました。 

  本会議においては、まず会期が２月６日の１日間と決定されま

した。 

  会議事件は２件で、まず青木ヶ原衛生センター個人情報保護法

施行条例の制定の件で、デジタル化に対応した関係法律の施行

の一本化によるものを原案のとおり可決されました。 

  続いて、令和５年度青木ヶ原衛生センター一般会計歳入歳出予

算の議定についての件で、内容としましては、歳入歳出の予算

の総額が歳入歳出それぞれ６，１２４万４，０００円と定めた

原案のとおり可決されました。 

  以上で、青木ヶ原衛生センター議会についての報告を終了いた

します。 

議長（三浦直樹君） 山梨県後期高齢者医療広域連合議会、１番 

三浦雄一郎君。 

１番（三浦雄一郎君） 山梨県後期高齢者医療広域連合議会につい

て報告いたします。 
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  令和５年２月２０日午後１時半より議員全員協議会が開催され、

また午後２時より令和５年度第１回定例会が行われました。 

  同日の定例会においては、議員２５名と、会議事件説明ため、

広域連合長、山下政樹笛吹市長をはじめ、事件説明のために執

行部及び事務局９名の出席がありました。 

  最初に、任期満了に伴う議会運営委員会選任がなされ、新たに

中北地域において甲斐市選出の金丸 寛議員と富士・東部地域

において道志村の白井勝光議員が進出され、承認されました。 

  その後、会期の決定が通告され、会期は２月２０日の１日間と

決定されました。 

  次に、発議第１号山梨県後期高齢者医療広域連合議会の個人情

報の保護に関する条例の制定について、渡辺利彦議会運営委員

長から提出され、可決承認されました。 

  次に、議案第１号山梨県高齢者医療広域連合個人情報の保護に

関する条例の制定について、議案第２号山梨県後期高齢者医療

広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、議案第３号山梨県後期高

齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、これらの３件は、いずれもそれぞれ原

案のとおり可決制定されました。 

  次に、議案第４号令和４年度山梨県後期高齢者医療広域連合後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）については、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９億７７５万２，０００円

を増額し、予算総額を歳入歳出それぞれ１，１１１億９，４５

８万８，０００円とするものであります。 

  議案第５号令和５年度山梨県後期高齢者医療広域連合一般会計

予算について、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ６億４，

５０８万７，０００円と定めるものであります。 
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  議案第６号令和５年度山梨県後期高齢者広域連合医療特別会計

予算については、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１，

１２９億５，１３６万円と定め、これは前年度比の５．６％の

増額であります。一時借入金の最高額は１００億円と定めるも

のであります。 

  いずれも原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  以上で、山梨県後期高齢者医療広域連合議会についての報告を

終了いたします。 

議長（三浦直樹君） 富士・東部広域環境事務組合、９番 佐藤博

水君。 

９番（佐藤博水君） 令和５年第１回富士・東部広域環境事務組合

議会定例議会についての報告をさせていただきます。 

  令和５年３月１日１０時より招集され、全員協議会の後、本会

議が富士吉田環境美化センター３階大会議室において行われま

した。 

  議員１７名と、会議事件説明のため、管理者、堀内 茂富士吉

田市長、副管理者、小林 優鳴沢村長をはじめ、ほかの管理者

と事件説明のために執行部及び事務局の出席がありました。 

  本会議においては、会議録署名議員の指名に続き、会期は３月

１日１日間と決定されました。 

  会議事件は４件で、内容としまして、発議第１号富士・東部広

域環境事務組合議会の個人情報の保護に関する条例の制定につ

いてで、議員全員の発議案件で可決されました。 

  議案第１号令和５年度富士・東部広域環境事務組合一般会計予

算についてで、歳入歳出それぞれ２億４，５６０万３，０００

円とするもので、原案のとおり賛成全員により可決されました。 

  議案第２号富士・東部広域環境事務組合個人情報の保護に関す

る法律施行条例の制定についてと、議案第３号富士・東部広域
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環境事務組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正につい

ては、賛成全員により可決されました。 

  議案のほかの報告事項として、資料により富士・東部地域循環

型社会形成推進地域計画について、現金出納検査結果について、

組合業務執行状況について、３月末に組合情報誌の発行につい

て、それぞれ事務局長から説明がありました。 

  以上で、富士・東部広域環境事務組合議会についての報告を終

了いたします。 

議長（三浦直樹君） 次に、本日、議会運営委員会が開催されてお

りますので、その報告を求めます。議会運営委員長 渡邊明雄

君。 

議会運営委員長（渡邊明雄君） 議会運営委員会開催の報告をさせ

ていただきます。 

  本日午後２時より議会控室において、議会運営委員会を開催い

たしました。 

  委員全員と議長、議案等説明のために村長及び総務課長、職務

のために議会事務局長及び書記の出席がありました。 

  委員会で決定された事項については、次の１項目です。 

  １つ、本日の本会議での追加事件の取扱いは、追加日程として

議題とすること。 

  以上であります。 

  以上で、本日開催いたしました議会運営委員会の報告を終了い

たします。 

議長（三浦直樹君） 以上で諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 議案第１０号 令和４年度鳴沢村一般会計補正 

             予算（第７号） 

◎日程第４ 議案第１１号 令和４年度鳴沢村国民健康保険 
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             特別会計補正予算（第４号） 

◎日程第５ 議案第１２号 令和４年度鳴沢村簡易水道事業 

             特別会計補正予算（第３号） 

◎日程第６ 議案第１３号 令和４年度鳴沢村介護保険特別 

             会計補正予算（第４号） 

◎日程第７ 議案第１４号 令和４年度鳴沢村後期高齢者医 

             療特別会計補正予算（第２号） 

議長（三浦直樹君） 日程第３、議案第１０号令和４年度鳴沢村一

般会計補正予算（第７号）から日程第７、議案第１４号令和４

年度鳴沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）までの

５件を一括して議題といたします。 

  本案に関し、予算決算常任委員長の報告を求めます。予算決算

常任委員長 三浦雄一郎君。 

予算決算常任委員長（三浦雄一郎君） 今定例会におきまして予算

決算常任委員会に付託された議案第１０号令和４年度鳴沢村一

般会計補正予算（第７号）から議案第１４号令和４年度鳴沢村

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）までの５議案につ

きまして審査いたしました経過と結果についてご報告申し上げ

ます。 

  予算決算常任委員会は、会議日程に従い、去る３月１０日に開

催し、付託案件の審査を行いました。その詳細については、議

員全員で構成する委員会の審査でありますので、ここで再び審

査の状況、経過について述べることは省略させていただき、審

査の結果のみをご報告申し上げます。 

  審査を行った結果、本委員会に付託された５議案について、賛

成全員にて原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  以上、会議規則第３８条第１項の規定により報告いたします。 

議長（三浦直樹君） 以上で委員長の報告を終わります。 
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  これより質疑に入るわけですが、予算決算常任委員会は、議員

全員で構成され、議員諸君は委員会審査の過程を済んでおりま

すので、質疑を省略したいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから一括して討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１０号から議案第１４号までの５件を一括し

て採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案について委員長報告は可決であります。 

  議案第１０号から議案第１４号までの５件は、委員長の報告ど

おり可決とすることに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（三浦直樹君） 起立全員です。したがって、議案第１０号か

ら議案第１４号までの５件は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第８  議案第１５号 令和５年度鳴沢村一般会計予 

              算 

◎日程第９  議案第１６号 令和５年度鳴沢村国民健康保 

              険特別会計予算 

◎日程第１０ 議案第１７号 令和５年度鳴沢村簡易水道事 

              業特別会計予算 
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◎日程第１１ 議案第１８号 令和５年度鳴沢村介護保険特 

              別会計予算 

◎日程第１２ 議案第１９号 令和５年度鳴沢村介護予防支 

              援事業特別会計予算 

◎日程第１３ 議案第２０号 令和５年度鳴沢村後期高齢者 

              医療特別会計予算 

議長（三浦直樹君） 日程第８、議案第１５号令和５年度鳴沢村一

般会計予算から日程第１３、議案第２０号令和５年度鳴沢村後

期高齢者医療特別会計予算までの６件を一括して議題といたし

ます。 

  本案に関し、予算決算常任委員長の報告を求めます。予算決算

常任委員長 三浦雄一郎君。 

予算決算常任委員長（三浦雄一郎君） 今定例会におきまして予算

決算常任委員会に付託された議案第１５号令和５年度鳴沢村一

般会計予算から議案第２０号令和５年度鳴沢村後期高齢者医療

特別会計予算までの合計６議案につきまして、審査いたしまし

た経過と結果についてご報告申し上げます。 

  予算決算常任委員会は、会議日程に従い、去る３月１５日及び

１６日に開催し、付託案件の審査を行いました。その詳細につ

きましては、議員全員で構成する委員会審査でありますので、

ここで再び審査の状況、経過について述べることは省略させて

いただき、審査の結果のみをご報告申し上げます。 

  審査を行った結果、本委員会に付託された６議案について、賛

成全員にて原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、村当局におかれましては、審査の過程で委員各位より出

されました質疑、意見等について、十分に予算執行に生かされ

るよう一層の努力をお願いするものであります。 

  以上、会議規則第３８条第１項の規定により報告いたします。 
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議長（三浦直樹君） 以上で委員長の報告を終わります。 

  これより質疑に入るわけですが、予算決算常任委員会は、議員

全員で構成され、委員諸君は委員会審査の過程を済んでおりま

すので、質疑を省略したいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから一括して討論に入ります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１５号から議案第２０号までの６件を一括し

て採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案についての委員長報告は可決であります。 

  議案第１５号から議案第２０号までの６件は、委員長の報告ど

おり可決とすることに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（三浦直樹君） 起立全員です。したがって、議案第１５号か

ら議案第２０号までの６件は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の 

             任命に同意を求める件 

議長（三浦直樹君） 日程第１４、同意第１号固定資産評価審査委

員会委員の任命に同意を求める件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。鳴沢村長 小林 優君。 
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村長（小林 優君） 同意第１号鳴沢村固定資産評価審査委員会委

員の選任に同意を求める件について、提案理由をご説明申し上

げます。 

  委員であります渡邊國男氏が、３月３１日をもって任期満了と

なることを受け、選任するものです。引き続き、鳴沢村７１２

番地、渡邊國男氏を選任したいと思います。 

  ご存じのように、すぐれた識見を持ち、適任と認められますの

で、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求め

るものであります。 

  ご審議の上、ご同意いただきますようお願い申し上げます。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより同意第１号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めま

す。 



－６１－ 

（賛成者起立） 

議長（三浦直樹君） 起立全員です。よって、本案は原案のとおり

同意することに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（三浦直樹君） お諮りいたします。 

  ただいま鳴沢村長 小林 優君から同意第２号鳴沢村教育長の

任命に同意を求める件が提出されました。 

  この際、これを日程に追加し、追加日程第１として議題にした

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、同意第２号鳴

沢村教育長の任命に同意を求める件を日程に追加し、追加日程

第１として議題とすることに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎追加日程第１ 同意第２号 鳴沢村教育長の任命に同意を 

              求める件 

議長（三浦直樹君） 追加日程第１、同意第２号鳴沢村教育長の任

命に同意を求める件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 同意第２号鳴沢村教育長の任命に同意を求め

る件について、提案理由をご説明申し上げます。 

  現教育長であります小林茂澄氏から、令和５年３月３１日をも

って辞職する旨の辞職願が提出されたことに伴い、新たに任命

するものであります。 

  後任としまして、令和５年４月１日より、鳴沢村４０４６番地

３、渡辺厚子氏を任命したいと思います。 

  ご存じのように、人格高潔で、教育、学術及び文化に関し、す

ぐれた識見を持ち適任と認められますので、地方教育行政の組
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織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意

を求めるものでございます。 

  ご審議の上、ご同意いただきますようお願い申し上げます。 

議長（三浦直樹君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  この際、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、これを省略す

ることに決定しました。 

  これから討論に入ります。 

  まず原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 討論なしと認めます。 

  これより同意第２号を採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

議長（三浦直樹君） 起立全員です。よって、本案は原案のとおり

同意することに決定しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１５ 一般質問 

議長（三浦直樹君） 日程第１５、一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順番に発言を許します。 
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  佐藤博水君から「公立中学校の運動部活動改革による部活動の

地域移行実施に向けての中学校への協力体制について」の質問

を許します。９番 佐藤博水君。 

９番（佐藤博水君） 公立中学校の運動部活動改革による地域移行

実施に向けての中学校の協力体制について、教育長に伺います。 

  公立中学校の部活動で、地域団体や民間事業者に運営を委ねる

地域移行が、スポーツ庁と文化庁の有識者会議で、それぞれ２

０２５年度末を目標に、公立中学校の休日の部活動を地域に移

行する改革を提言し、２０２３年度から３年間は改革推進期間

に設定されました。 

  先月２２日の山梨日日新聞で報道された内容では、県内中学校

では、地域移行への目途が立っているのは僅か１％のみで、実

現に向けた課題として、指導や運営にかかる費用や活動中の生

徒の安全確保、担い手不足などが挙げられます。 

  本村では、ほとんどの中学生が通学している河口湖南中学校は、

地域移行への状況は全くめどが立っていないとのことであり、

緊急に対処し、解決を図るべきだと思います。 

  教員が担っている部活動を地域団体や民間事業者に委託する改

革の地域移行に向けては、様々な課題が数多くあると思われま

す。本村においては、担当している河口湖南中学校組合教育委

員会とは別であるとの理由もありますが、河口湖南中学校部活

動の地域移行を促進するため、本村からも指導者の情報提供や

施設の有効利用など、積極的に連携をもって協力支援の申出な

どを行うことが必要であると思います。 

  鳴沢村には、日本スポーツ協会や各種競技団体公認の指導者が

数多くおり、活動をしております。また、県民スポーツの普及

発展に寄与する目的で組織された山梨県スポーツ指導者協議会

は、公認資格は取得してきたものの実際に指導を行っていない
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人や、活動する場所がない指導者も多く、移行の際に活躍でき

る人材として期待できることから、その周知を図っているとこ

ろでもあります。 

  しかし、個人情報の壁により、公認指導者を紹介することが困

難であることから、指導者自らの申出を促進、把握しながら、

地域移行に向けた受皿の整理の一端とすることが有効方策でも

あると考えます。 

  地域移行を迅速に促進するため、指導者の意識希望調査の結果

等により、中学校休日部活動地域移行の体制に向けての検討事

項として、指導者や施設利用の情報提供、協力支援の申出を行

う意向がありますか、教育長の見解を伺います。 

議長（三浦直樹君） 教育長。 

教育長（小林茂澄君） 佐藤博水議員の質問にお答えいたします。 

  中学校の部活動については、深刻な少子化の進行による部員の

減少や、競技経験のない教師が指導せざるを得ない、休日の指

導が求められるなど、教師にとって大きな業務負担となってお

ります。 

  そのような状況を受け、文部科学省では、運動部活動の在り方

に関する検討を進めてきましたが、令和４年６月に運動部活動

の地域移行に関する検討会議の提言がなされ、令和５年度から

３年後の令和７年度末をめどに地域移行していくこととされま

した。しかしながら、現実的には、指導者や練習場所の確保、

指導者への報酬予算の確保等、様々な課題があるようです。 

  さて、質問にもありました河口湖南中学校については、地方自

治法の規定に基づき設置された一部事務組合である河口湖南中

学校組合が運営しており、その組合の運営に関する事項につい

ては、その組合で検討していくことが大原則です。したがって、

質問にありました積極的な情報提供や協力支援の申出を行う予
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定はありません。 

  消極的と批判されるかもしれませんが、親切のつもりで助言し

たり行動したことが、相手の受け取りようで越権行為や運営に

対する干渉となることもあるのです。教育委員会は、地方自治

の本旨にのっとり、地方公共団体の設置する学校を管理する権

限と責任があるのです。そして、このハードルはとても高いも

のだと考えております。 

  とはいえ、鳴沢村の生徒も多く通っており、連携は密にしてい

くことは当然でありますので、課題解決の要請があった場合は、

できることがありましたら、協力していきたいと考えておりま

す。 

  以上で、佐藤博水議員の質問に対する答弁とさせていただきま

す。 

議長（三浦直樹君） ９番 佐藤博水君。 

９番（佐藤博水君） なかなか難しい問題も、地方自治法というよ

うなことであろうかと思いますけれども、ぜひとも積極的に話

をしていただければありがたいと思います。 

  何日か前に、山梨県の小学生の体力が最低だったということが

報道されました。この児童たちもいずれ中学校に進学され、部

活動をされるわけであり、それらを含めて受皿体制をしっかり

整備しなければならないと思います。その観点からも、指導者

の活用や施設の利用について、県教育長部会とも通じ、検討を

図っていただき、前向きに検討していただきたいと思います。 

  以上で質問を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で佐藤博水君の一般質問を終わります。 

  次に、「移住支援金拡充による取組は」の質問を許します。４

番 土屋文明君。 

４番（土屋文明君） 移住支援金拡充による取組についての質問で
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あります。 

  本年度実施予定のデジタル田園都市国家構想の国の総合戦略で

は、首都圏の１都３県から地方への移住者を１万人に増やす目

標が掲げられました。 

  今後の地域社会を支える子育て世代の移住を強力に推進する移

住支援金に、新たな子育て世帯加算が拡充されました。これは、

現行制度である支援金を世帯に最大１００万円、そして、子育

て世帯の１８歳未満には１人当たり３０万から１００万円のか

さ上げと大幅に引き上げられます。この運用と実現には、何よ

りも移住する子育て世代の皆さんの意思決定に必要な就業・転

職、あるいは起業するための障壁を取り除いていく具体的な策

が求められます。 

  そして、移住支援の重要な課題は、移住対象者である都市住民

の立場や視点を把握する人材を含め、移住支援窓口の機能を強

化することでもあるわけです。 

  今回の地方創生移住支援事業の拡大概要では、加算金以外に、

地方移住支援事業に合わせてマッチング支援が始まろうとして

おります。これは、地方の求人情報を国と地方自治体、そして

民間求人サイトとの連携により、全国へ発信する移住情報の有

効なサイトとして活用できる見込みとなっております。 

  そこで、支援金の拡充と就業までの支援体制が整った本年、当

村での新たな移住支援推進計画を伺います。 

議長（三浦直樹君） 鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 土屋文明議員の移住支援金拡充による取組に

ついてのご質問にお答えいたします。 

  現在、人口減少社会を迎え、地方の過疎化や地域産業の衰退な

ど、大きな課題となっております。 

  近年、新型コロナウイルス感染症の影響により、テレワークの
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普及や若年層の地方移住への関心が高まるなど、社会情勢は大

きく変化しております。また、デジタル技術は急速に進歩し、

人々の生活に広く活用される段階に移行しつつあります。 

  このような中、デジタル田園都市国家構想の総合戦略では、国

と地方は役割を分担しながら、東京都への過度な一極集中を是

正して多極化を図ることを目的に、東京圏から地方への移住者

を１万人にすることを目指しております。 

  また、地方のデジタル化を進め、子育て・雇用環境を改善し、

地域の活性化につなげたいことから、移住支援金支給金額が１

８歳未満の世帯員を帯同し移住する場合は、１８歳未満１人に

つき３０万円から１００万円に拡充されます。 

  このような中、山梨県内ほぼ全ての市町村で、国の指針に合わ

せて、令和５年度より拡充する予定となっております。鳴沢村

においても、令和５年度より同様の拡充を予定しており、予算

計上もしております。 

  当村の移住支援推進事業については、移住支援金のほかにも、

人口の増加と定住を促進し、地域の活性化を図るため、令和４

年度から鳴沢村定住促進新築住宅等購入支援事業補助金を創設

しました。今年度は１件の申請があり、夫婦と子供１名の合計

３名の転入があり、その後、第２子が誕生し、４人世帯となっ

ております。また、既に令和５年度にも同様の申請が２件予定

されております。 

  そのほか、村ホームページに移住・定住ページを開設し、３世

代同居等支援事業、特色ある子育て関連事業や環境、移住して

きた方々へのインタビュー記事等を積極的に情報発信し、子育

て世帯を中心とした移住者の獲得を目指しております。 

  山梨県移住支援・就業マッチングサイトは、移住支援金対象法

人に登録された法人が、無料で求人広告を掲載できるサイトで
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ありますが、残念ながら鳴沢村の事業者登録は今のところあり

ません。移住支援金対象法人の登録申請は、県が指定するセミ

ナー、またはｅ－ラーニングの受講後、登録申請書に県に提出

するだけですので、今後は広報やホームページで移住支援金対

象法人の登録申請要件等を周知して、鳴沢村の事業者登録を増

加させていきたいと考えております。 

  市町村が、都市住民の立場・視点を把握する人材を移住支援窓

口に受け入れる経費を支援し、市町村の移住支援窓口の機能を

強化することで、デジタル人材等の地方移住を促進する地方移

住支援窓口機能強化事業については、山梨県や県内市町村の動

向を見ながら検討していきたいと考えております。 

  以上で土屋文明議員の質問に対する答弁とさせていただきます。 

議長（三浦直樹君） ４番 土屋文明君。 

４番（土屋文明君） ただいま村長より、デジタル都市国家構想に

ついて、特に担当部署の方が大変よく研究されていたと感じる

答弁をいただきました。 

  今、その中で２０２２年度に村独自の定住促進新築住宅補助金

を活用したというお話もありましたが、４人世帯の例もいただ

きました。 

  先月、２月に東京のふるさと回帰支援センターから、全国の移

住希望地ランキングが発表されました。その中で山梨県は、２

０１７年から６年連続して全国の２位、４位、５位、２位とベ

スト５にずっと入ってきております。これはまさに今、追い風

になっているわけであります。 

  そこで、先ほど令和５年度に予算計上しておりましたが、これ

は一体何人の世帯を想定しての予算組みをしたんでしょうか。 

議長（三浦直樹君） 鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 担当課長に答弁させます。 
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議長（三浦直樹君） 企画課長。 

企画課長（渡邉英博君） 移住支援金につきましては、世帯分と単

身分がありまして、世帯につきましては１件、プラス１８歳未

満のお子様が２名該当したことを相当しますと、一応３００万

円で、単身のほうは６０万円ということで、１件ずつ予算計上

してあります。 

  以上です。 

議長（三浦直樹君） ４番 土屋文明君。 

４番（土屋文明君） では、希望者は今後増加して増えていくとい

った場合は、補正を考えるということで理解してよろしいでし

ょうか。 

議長（三浦直樹君） 企画課長。 

企画課長（渡邉英博君） おっしゃるとおりです。 

議長（三浦直樹君） ４番 土屋文明君。 

４番（土屋文明君） 私も思い起こせば、９年前に同じく東京のふ

るさと回帰支援センターに相談して、鳴沢に移住した経験者本

人でもあります。移住した年に、実は山梨中銀が主催しました

移住者誘致に向けたセミナーが甲府のほうでありました。これ

は２７市町村の行政の担当者向けに、誘致するために開かれま

した。これパネラーは、県立大の澤教授をはじめ、山梨大のま

ちづくり研究会の大学生や、私も中銀コンサルからオファーを

受け、参加してまいりました。当村からは、当時の一博課長が

参加しておったことも覚えております。 

  先ほどの答弁で、マッチングサイトの活用で、なかなか登録者

が増えないという話を頂戴したんですが、今後、当村や近隣の

企業への誘致を徹底していただいて、事業者登録数を増やして

いきたいと思っております。まさにそのことが、そのとおりで

移住者希望の拡大数が、移住のためのボトルネックになってい
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ると思います。 

  ぜひ、子育て世代から選ばれる、鳴沢村に住んでみたいと検討

する移住希望者が拡大することを切に願って、質問を終わりた

いと思います。 

議長（三浦直樹君） 以上で土屋文明君の一般質問を終わります。 

  次に、「森林整備の取組について」の質問を許します。５番 

渡辺次男君。 

５番（渡辺次男君） 森林整備の取組について、村長に伺います。 

  森林整備や木材利用促進に向けて、先行する形で森林環境譲与

税として、令和元年度から国庫より交付されています。 

  本村の森林環境譲与税の活用状況は、令和２年度に準備業務と

して情報データ化のための委託費として９０万円ほど活用して

いますが、それ以外は基金として積み立てていて、令和３年度

末で８９０万円程度の基金額となりました。 

  令和６年度からの新税森林環境を村民の皆さんに理解してもら

うためにも、基金を効果的に活用した森林整備や人材育成が重

要と考えますが、今後、どのような取組を行うのか伺います。 

議長（三浦直樹君） 鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 渡辺次男議員からの森林整備の取組について

の質問にお答えいたします。 

  平成３０年５月に森林経営管理法が成立し、市町村が主体とな

って、適切な経営や管理が行われていない森林について、森林

所有者に働きかけ等を行うことにより、森林の経営や管理の確

保を図る森林経営管理制度が創設されました。 

  本村では、森林環境譲与税を財源として、この制度を活用して

います。令和３年度に、民有林を７つに区域分けし、１年に１

区域のペースで、森林所有者に対し、森林経営に関する意向調

査を行い、間伐等を行っていくといった内容の全体計画を作成、
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令和４年度からは実際に意向調査を行い、令和１０年度を目標

に森林の適正な経営管理を進めていく予定となっております。 

  また、林道の舗装が老朽化してきており、将来的には森林環境

譲与税を活用し、林道の修繕を行っていく予定です。 

  人材育成に関しましては、県主催で林業への就業についての十

分な情報、認識を得て、林業への円滑な就業を支援するための

講習会等を開催しているため、村では特に検討はしておりませ

んでしたが、森林経営管理を自分で行いたい方や林業に興味が

ある方が多数いた場合は、必要に応じて検討していきたいと考

えております。 

  以上で、渡辺次男議員からの質問に対する答弁とさせていただ

きます。 

議長（三浦直樹君） ５番 渡辺次男君。 

５番（渡辺次男君） 令和１０年度を目標としている取組を行って

いるというような話を賜りました。 

  それで、森林譲与税の活用状況につきまして、本村のホームペ

ージに計上しているだけでありまして、村民の皆さんには、ど

のような使い方をされているのかという詳しい情報が伝わって

いないと思います。村民の皆さんに、新しく始まる森林税を理

解していただくためにも、広報なるさわ等を活用して、幅広い

情報発信が必要だと思います。 

  森林整備の状況等についてタイムリーな情報発信をお願いして、

私の質問を終わりといたします。 

議長（三浦直樹君） 以上で渡辺次男君の一般質問を終わります。 

  次に、「活き活き広場の子供遊具について」の質問を許します。

７番 小林昭一君。 

７番（小林昭一君） 活き活き広場の子供遊具についてお尋ねしま

す。 
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  活き活き広場にすばらしい遊具を設置していただきました。さ

きの議会現場視察の日程の中で確認をさせていただきました。

執行部のご努力に感謝をいたします。 

  遊具は、多様な遊びの機会を提供し、子供たちが遊びを通じて

心身の発育発達や自主性、創造性、社会性などを身につけるも

のだと思います。そのため、今後も子供たちへ多様な遊びの機

会を提供できるよう、遊具の設置をしていく考えはあるでしょ

うか。 

  設置していく方針の場合、その財源を確保する方法は、寄附や

クラウドファンディングなど様々な手法があるかと思いますが、

どのような手段での財源確保をするのかを村長にお伺いいたし

ます。 

議長（三浦直樹君） 鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 小林昭一議員からの活き活き広場の子供遊具

についてのご質問にお答えいたします。 

  活き活き広場への遊具設置については、子供や親、地元のお年

寄りなど利用による三世代交流の場や、住民以外の観光客など

の利用により、様々な人との交流の場所としての活用を見込み、

設置いたしました。 

  当初より２年度に分けての設置を計画しており、令和４年度に

は設置計画のうち、広場のシンボルとなるような大型複合遊具

の設置及び進入路などの周辺整備を行いました。 

  計画の後期年度については、子供が体幹を駆使し遊べるロープ

遊具やクライミングウオールなどの追加、大人が利用できる健

康遊具の追加、休息がとれるあずまやや手洗い場等の整備を検

討しております。 

  財源につきましては、ふるさと応援寄附基金の活用などを検討

しておりますが、有利な国・県等の補助金や助成金の遊具につ



－７３－ 

いても、併せて調査していきたいと思っております。 

  財源確保の目途が立ちましたら予算化し、整備する遊具の設計

を行い、事業実施する予定でおります。 

  以上で小林昭一議員からの質問に対する答弁とさせていただき

ます。 

議長（三浦直樹君） ７番 小林昭一君。 

７番（小林昭一君） ２年度にまたがって、また令和５年度も遊具

を設置していただけるような返答をいただきました。 

  ２年度にまたがるというふうな遊具の計画のようなんですけれ

ども、今回、大きな遊具を設置していただいたということです

が、ほかの遊具との関連も含めながらプラン等はつくって、例

えば大きい遊具をつけて、周りにもっていくというような形だ

と思うんですが、現場のほう見ると、結構盛土があったりして

使いづらい可能性もあったり、またほかの遊具との連携も考え

てあるのかなというふうなこともちょっと疑問に思ったんです

が、その辺は、ほかの遊具のプランニングみたいなものも考え

ながら、つくっているのでしょうか。その辺はどうなんでしょ

う。 

議長（三浦直樹君） 鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 遊具を設置するには、そのぐらいのことは頭

で描いていると思います。 

  以上です。 

議長（三浦直樹君） ７番 小林昭一君。 

７番（小林昭一君） 分かりました。 

  ちょっと私の感想ですけれども、大型遊具で結構、場所はとっ

ておるんですけれども、敷地を結構盛土したので、盛土の必要

もあったのかどうなのかということをちょっと疑問を持って、

お尋ねしてみました。 
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  完成した場合については、どちらからか寄贈があったというふ

うな案内看板みたいなのをつける予定があるかどうかというこ

とをお尋ねしたいと思うんですが、広場周辺にはドコモ・シス

テムズ株式会社からの贈という看板があって、樹木等も植えら

れているようですけれども、樹木の関係は周りにただ植えるだ

けでなくて、町並みというか樹木の関連を含めながら、よりよ

い公園にしていただきたいと思いますが、ドコモ・システムズ

株式会社からの贈的な看板みたいなものをまたつける予定はあ

りますか。 

議長（三浦直樹君） 鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） これは贈与によっても、ふるさと納税によっ

ても、そんな看板は立っておりませんので、そのとおりとさせ

ていただきたいと思っております。 

議長（三浦直樹君） ７番 小林昭一君。 

７番（小林昭一君） 今、活き活き広場の周辺には、ドコモ・シス

テムズの株式会社からの贈という看板が設置してありますが。

毎年なんかくれるのかなと思ったりして、看板の数も結構、１

個か２個ばかりでなく数多くありますが、その辺はどうなんで

しょうか。 

議長（三浦直樹君） 小林昭一君の質問は既に３回になりましたの

で、会議規則第５１条の規定によって発言は許しません。 

  以上で小林昭一君の一般質問を終わります。 

  次に、「生活支援の増額について」の質問を許します。６番 

小林清一君。 

６番（小林清一君） 生活支援の増額についてですが、現在、ロシ

アのウクライナ侵攻から１年が経過し、戦争は泥沼化し、いま

だに終結の糸口が見えません。世界的な食糧危機、石油危機が

現実になって、私たちに食料品や電気・ガス料金の値上げとな
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って生活を圧迫し始めてきているのが現実です。 

  このような状況下、村で生括支援をしている方や、また困窮さ

れている方に対する支援を厚くする方向で検討する必要がある

と思いますが、村長さんの考えをお聞かせください。 

議長（三浦直樹君） 鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 小林清一議員からの生活支援を受けている方

や生活困窮者への生活支援増額についての質問にお答えいたし

ます。 

  生活保護者や住民税非課税世帯等に対しましては、市町村を窓

口に、国・県による各種支援が実施されており、生活支援の給

付金では、本年１月までの直近１年間で３つの臨時給付金が用

意され、計１６万５，０００円の給付を行っております。 

  また、これに加え低所得者の子育て世帯に対しましては、１８

歳未満児童１人につき５万円が給付されております。 

  このような状況であり、本村における特殊事情もございません

ので、現在時点では生活困窮者に対しまして村独自で新たな支

援策を講ずる予定とはなっておりません。 

  しかし、小林清一議員のご質問にありましたように、コロナ禍

に加え、世界情勢や円安による食料品・光熱費・ガソリンなど

多くの値上げにより、家計への負担はとても大きくなっており

ます。 

  そのため、鳴沢村独自事業として、令和４年８月に全住民を対

象に鳴沢村くらし応援給付金１人当たり１万円の給付を実施し、

本年１月には子育て世帯を経済的に支援する子育て・学生応援

臨時給付金としまして、ゼロ歳から１８歳の児童及び１８歳以

上で大学等に就学している者に対し３万５，０００円の給付を

実施しております。 

  令和５年度につきましても、価格高騰による家計への影響が懸
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念されることから、全住民を対象に鳴沢村の独自事業で、１人

当たり１万円分のくらし応援商品券配布を予定しております。 

  そのほか、小学校給食でも光熱費の高騰に加え、材料費だけで

も児童１人当たり年間６万６，０００円の新年度予算となりま

したが、引き続き保育所から中学までの給食費の無償化を実現

し、子育て世帯への経済的支援を図ってまいりますので、どう

か小林清一議員の質問に対する答弁とさせていただきます。 

議長（三浦直樹君） ６番 小林清一君。 

６番（小林清一君） 今の状況が一過性のものなのか、また恒久的

に使うものなのか分かりませんが、早急な対応いただき、あり

がとうございます。 

  それとあと今後、紛争が早く解決して、それで通常の生活に戻

ることを祈願いたしまして、質問を終わります。 

議長（三浦直樹君） 以上で小林清一君の一般質問を終わります。 

  次に、「獣害対策について」の質問を許します。８番 渡邊明

雄君。 

８番（渡邊明雄君） 獣害対策についてお伺いいたします。 

  最近、さくらの里公園付近の獣害防護柵内に、中のほうです、

山でなくて、角の生えた鹿が２頭、また次の日には角のない鹿

が２頭出没して、農作物を荒らして困っております。獣害防護

柵で防ぎ切れなかった鹿などが、最近そういうふうに多く見か

けるようになりました。獣害防護柵が破損していないか見回り

を行うなど、柵の管理体制はどうなっているでしょうか。 

  また昨年度、北富士ゴルフコース付近の村道に設置した獣害侵

入防止グレーチングの効果は検証したのでしょうか。検証した

のであれば、どのような結果が出ているかお伺いいたします。 

議長（三浦直樹君） 鳴沢村長 小林 優君。 

村長（小林 優君） 渡邊明雄議員からの獣害対策についての質問
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にお答えいたします。 

  北側に設置されております獣害対策防護柵につきましては、山

林内であるため、年１回ペースで、職員が徒歩による見回りを

行っております。南側の林道茅つけ大田和線沿いに設置されて

いる防護柵につきましては年に数回、自動車から見回りを行っ

ております。また毎年、防護柵の維持管理業務として、周辺の

草刈り及び樹木の枝落としやつる切りなどを業務委託しており、

委託業者から防護柵の破損等の報告や住民からの通報があれば、

随時修理対応しております。 

  渡邊明雄議員のおっしゃられます子ども広場から東は、富士河

口湖町とも接しているため、富士河口湖町には柵を設置する経

費がありませんので、あそこで途切れております。南側もそう

ですが、富士河口湖町に接するところは、防護柵が設置されて

おりません。そういう経緯がありますので、ご理解のほどをお

願いいたします。 

  また、獣害侵入防止のグレーチングについてですが、グレーチ

ング付近の木にカメラを取りつけ、１ヶ月程度調査を実施しま

したが、鹿等の獣が映ることがなく、効果は確認しておりませ

ん。現在は、設置したグレーチングの周辺にキャンプ場の開発

などがあり、森林の伐採や、多くの作業員や重機が入っている

状況で、獣が寄りつかなくなっている状況であるため、カメラ

設置による調査は中止しております。 

  以上で、渡邊明雄議員からの質問に対する答弁とさせていただ

きます。 

議長（三浦直樹君） ８番 渡邊明雄君。 

８番（渡邊明雄君） いろいろご苦労さまでございます。 

  先ほどの２つ、富士河口湖町との接するちびっこ広場の東側の

ところの鳴沢村の境界の辺に、改めて柵の設置を検討していた
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だければありがたいなと思います。 

  道路のところにはグレーチングということですけれども、今い

ろいろ環境が変わって検証できないということですけれども、

鹿が人に飛び込んできて、車へ飛び込んできたり、中のほうに

入って、この前もイノシシなんかも出てきて困っておりますの

で、できれば検討していただけるようお願いいたします。 

  以上です。 

議長（三浦直樹君） 以上で渡邊明雄君の一般質問を終わります。 

  以上で一般質問を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１６ 委員会の閉会中の継続調査の件 

議長（三浦直樹君） 日程第１６、委員会の閉会中の継続調査の件

を議題といたします。 

  議会運営委員長、総務教育厚生常任委員長、建設産業経済常任

委員長、広報常任委員長から会議規則第７１条の規定により委

員会の閉会中の継続調査申出書が提出されております。 

  お諮りいたします。 

  各委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長

からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（三浦直樹君） 以上で本定例会に付議された案件の審議は全

て終了しました。 

  お諮りいたします。 

  会議規則第４１条の規定による整理を議長に委任されたいと思
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います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（三浦直樹君） 異議なしと認めます。よって、本定例会に付

議された事件は、その整理を議長に委任することに決定しまし

た。 

  これにて令和５年第１回鳴沢村議会定例会を閉会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後４時２２分 
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